attac 反戦 カフ ェ レジ ュ メ 


2022.9.27 19 時 て 担当 : 砂 
⑥ ぐ 構成 の 
・ 第 一 部 、「 ロ シア 軍 の ウクライナ 侵攻 」 を 、 雄 「 現 史 」 で は 、 侵 攻 開 始 か ら 最近 まで の 経過 を 追い 
その 後 、 侵 攻 に 至っ た 原因 や 理由 を 「 過 去 」 に 求め て みた 。 
HP の 2021 プー チン の 一 体 性 論文 まで ) と 、 
さら に 遡っ て みた も の 文太 文 「 前 史 I 」(1991 ウクライナ 独立 か ら 、2004 オレ ンジ 革命 まで ) と に 分 けた 。 
・ 第 二 部 で は 、 さ ら に 詳し く 探 っ て いき た い テ ー マ を 、3 つ に 分 け て 展開 し た 。 
心 クリ ミ 0 
【 第 一 部 】 
文 「 現 史 」 


侵入 経路 SWIFT (国債 銀行 間 通 信 協 会 ) か ら の 締め 出し 停戦 協議 ノビ キー ツウ 攻撃 プチ ェ ル ノブ イリ 原発 占領 
ザ ボ リー ジャ 原発 ノ 原 子 力 発電 所 の 分 布 / チ ェ ル ノブ イリ 原発 事故 の 被害 国営 テレ ビ で 反戦 を 訴え る プ マ リウ ポリ ツウ 攻撃 グ 
ロシア 軍 キ ー ツ 接近 プ ブ チャ の 虐殺 プア ゾ フ ス ター リ 製 鉄 所 ソ連 戦勝 旗 ゲ プロ シア 兵士 の 母 の 会 志 願 兵 募集 広告 


Z の 意味 国外 避難 状況 アポ ー ラ ンド の 難民 支援 国連 難民 高等 弁務 官 事務 所 調査 報告 プロ シア 海軍 の 日 プー チン 演説 
※ 太 字 下 線 の 項目 は 、 後 ろ の ペー ジ に 記載 あり 


友 娘 「 前 史 」 "ブカレスト 首脳 会 議 ン ジョ 


ー ジ ア 戦 争 ノ 理想 の 政府 アン ケー ト 調 査 / マ イダ ン 革 命 プ ノロ シア 軍 
ドン バス 紛争 プ ポ ロ シ ェ ン コグ ミンスク 合意 その 後 プ ケル チ 海 峡 事 人 


ウクライナ 国防 発電 事 費 と アメ リカ か ら の 支援 徴兵 抽 が 復活 し た 還 


ク リ ミ ア 占拠 ノ 
E プ ゼ レ ンス キー ウクライナ 地域 別人 口 ・ 民 族 ノ 


文 文 文 「 前 史 1」 3 巨星 墜 つ っ プア ベ ロ ヴェ ー ジ 協定 プ / ウ クラ イナ の ン ツノ 連 か ら の 独立 直前 の 出来 事 プ リト アニ ア 「 血 の 日 曜日 」 事 件 / 
ブダ ペスト 覚書 ノ 独 立 ウ クラ イナ の 歩み 概観 ノ オ レ ンジ 革命 ノー シン チェ ンコ ンプ ヤ ヌコ ー ビ ッ チノン チ モ シ ェ ン ュ ン 
オル ガリ ヒ 資 産 規模 プア ウ クラ イナ の 小麦 農産 物 ・ 輸 出港 プ TT 産業 関連 
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【 第 二 部 】 

や 「 ク リ ミ ア 」  。 クリ ミア と は ノン ナ イチ ン ゲ ー ル セバス ト ポ リ ンプ クリミア 概観 ノ ク リ ミア 併合 前 史 ノ クリ ミア ・ タ ター ル 人 ノ 
クリ ミア ・ タ ター ル 人 の 分 布 プ ソウ クラ イナ 州 市 別人 口 ・ 民 族 ( 再 使用 ) 民族 別人 ロラ ン キ ング 

ウクライナ 領土 拡大 て 住民 交換 ノン クリ ミア 併合 と は 何だ っ た の か ? ンク リ ミア の 現状 ノ 国 旗 比較 


〇 〇 「 プ ー チ ン 」 今年 死亡 が 報じ られ た オル ガリ ヒン チェ チェ ン 人 亡命 者 の 暗殺 ンプ ー チ ン 宮 殿 プ プー チン 演説 まとめ 

_(2/21・2/24・2021.7.12) プア レク サン ドル ・ ド ッ ゥ ッ ー ギ ン ン 歴史 に 開 り つか れ た プー チン プイ ワン ・ イ リ イ ン グ 

プー シキ ン 像 て ウクライナ で 撤去 て その 背景 、 プ ー シ キ ン の 愛国 詩 ノ 宗教 分 布 図 正教 会 に お ける 対立 

対 独 戦勝 記念 日 の 演説 ソ キ ュ ー バ 危機 / プ ワル シャ ワ 条 約 機 構 プ NATO の 東方 拡大 プ ウ ラジ ー ミ ル 大 公 像 

キリ ル 総 主教 宗教 信者 比率 ノ 原 初 年 代 記 / キ エフ ・ ル ー シ ン 「 反 ファ シズ ム 」 を 持ち 出し て くる 理由 ノ 

「 投 影 」 と 呼ば れる 病 的 症状 プ ユ ー ラ シア 経済 連合 プア ベ ラル ー シ ・ ロ シア 連合 国家 プス ター リン 礼状 復活 ・ 胸 像 除幕 プア ゾ フ 
「 エ リー ト 」 と 「 大 衆 」 の 隔絶 プ / ピ ョ ー ト ル 大 帝 像 て ウラ ジー ミル 大 公 像 て カラ シ ニ ュ ン フ 像 プ 戦争 は 「 祝 祭 」 ブ 

林 克 明 氏 の 著作 ププ ジェ ル ジ ェ ンス キー 像 復活 の 動き 


の 〇 や 心 「 民 族 主 義 」 ステ パン ・ バ ン デ ラノ 反 ロ シア へ 歴史 の 書き 換え 民族 主義 の 扱い に 揺れ る ウクライナ ン バ 
た いま つ 行 進 て その 批判 アア ゾ フ 連 隊 と は ホロ ドモ ー ル 独立 運動 ー ア ゾ フ 大 隊 
モン ゴル ・ ナ チ ス に 侵攻 され る ウクライナ ンプ 「 ノ ヴォ ロシア 人 民 共 和 国 連邦 」 構 想 プ ボ フ ダン ・ フ メリ ニ ツ キー 
ウクライナ の 主要 政党 プ ウ クラ イナ 国歌 て ポー ラン ド 国 歌 / ウ クラ イナ の 民族 運動 と 国際 


【 第 一 部 】 補足 
文 「 現 史 」 
⑥ ポ ー ラ ンド の 謀 民 支 援 の 状況 (AAR Japan よ り 2022.4.2) 
・ 難民 支援 と いう と 、 通 常 は 当該 国 の 政府 や 国連 機関 が 主導 する と いう の が 一 般 的 。 と ころ が 、 ポ ー ラ ンド で は 全て を 市 民 社 会 が 担っ て いる 。 具体 的 

に は 、 ボ ラン ティ ア の 一 般 市 民 で あっ た り 、 あ る い は 地元 企業 が 協力 する と いう 形 で 、 食 料 な どの 物資 提供 、 そ れ か ら 難 民 の 人 を 自分 の 家 に 招き 入 
れ て 滞在 させ る 民泊 と いっ た こと が 善意 で 行わ れ て いて 、 こ れ は 私 は 現地 で 大 変 感銘 を 受け まし た 。 
民泊 と いう 話 も ある が 、 赤 の 他人 で ある 難民 の 家族 を 自宅 で 受け 入れ る 、 空 いて いる 部 屋 に 住ま わせ る と いう こと を 、 多 く の ワ ル シ ャ ワ 市 民 が 行っ 
て いる 。 政府 か ら 多 少 助成 金 が 出る そう だ が 、 受 け 入れ も そろ そろ 限界 が 来 て いる 。 
それ か ら 、 ポ ー ラ ンド に や っ て きた 人 々 は ポー ラン ド に と ど ま る 人 だ け で な く 、 国 際 列 車 で ドイ ツ や オー スト リア な ど 、 他 の 国 に 向かう 人 も いる 。 
交通 費 は 無料 。EU 域内 の 各国 は 自由 に 移動 で きる 状況 な の で 、 い わ ゆ る 「 難 民 キ ャ ンプ 」 の よう な 長期 間 滞 在 で きる 施設 は な い 。 


⑥ ポ ー ラ ンド の 状況 (今西 遼 香 の 記事 ) 
ポー ラン ド 通 信 社 (PAP) は 、 ポ ー ラ ンド へ の 避難 民 は 子供 と 女性 が 約 半 数 ずつ だ と 報道 (6 月 20 日 ) 
家族 ・ 社 会 政策 省 は 、7 月 19 日 時 点 で 33 万 5, 000 人 が ポー ラン ド で 就業 し た と 発表 


⑥ ぐ 国連 難民 高等 弁務 官 事務 所 (UNHCR) に よる 、 信 難民 調査 結果 
65% の 回 答 者 は 現在 の 受け 入れ 国 に と ど ま る 予定 、9% は 今後 1 カ月 以内 に 他 の 受け 入れ 国 へ 移動 予定 、16%% が ウクライナ へ の 帰国 を 予定 


ミン スク 合意 は 13 項目 か ら 構成 され て いる が 、 ロ シア の 意向 が 強く 反映 され た 項目 も あり 、 特 に 「 特 別 な 地位 」 の 付与 が 争点 と な っ て いる 。 
ウクライナ 側 は ロシア に よる 実効 支配 に つなが る な ど と 汐 戒 し 、 ロ シア は ウクライナ が 訴え る 項目 の 修正 を 拒否 し て きた 。 
今年 の 2.21 ブー チン 大 統領 は ドン バス 地域 の 独立 を 承認 し 、 翌 22 日 の 会 見 で 、 ミ ンス ク 合 意 は 長期 間 履行 され ず 。 も は や 合意 その も の が 存在 し て 


いな い 、 と し て 破棄 され た 
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ウクライナ 国民 に と っ て の 理想 の 政府 


あな た の 意見 で は 、 い ずれ の 政治 体制 が ウクライナ | に と っ て 適切 だ と 
思い ます か ? 


Wi1 20% ieD1 ! alW1 alWy1 100% 


目前 の ソビエト 体制 

目 リ ビエ ト に 近い が より 民主 的 で 市 場 主義 的 な 体制 
正 自由 より 秩序 を 重んじ る 強い 権威 を も っ た 体制 

正 後 維 者 が 引き 継い で いく 君主 制 ま た は 独 哉 制 


目 西区 スタ イル の 民主 的 共和 制 呈 
その 他 ・ 分 か ら な い ・ 無 回 答 2013 年 の 調査 


( 注 )201 3 年 6 一 7 月 調査 。15 歳 以上 の 1000 上 人 に 対す る 面接 調査 に よる 。 キエフ は 中 部 、 
カリ ミア は 東部 | に 含ま れる 
(資料 )Gallun Damncracy Impartant tn klnst Ukrainians (March 6, 201 4) 


桃色 が 西部 、 黄 色 が 中 部 、 緑 青 が 東部 


2139 万 人 (4796) 


東部 9 州 と セバス ト ポ ボリ 


VS。 


VS。 
スバ 2O1 4 年 1 月 1 日 


2412 万 人 (5396) 
ウクライナ の も 地域 号 | 入 ロロ ・ 展 去 ・ 産 業 ・ 所 得 水 水 


西部 16 州 と キー ウ 


3 MNNCE 
ま NovX 財 ミ 
ト だ SN 
二 Rh 涼 
8 INH‥ 
h トミ 


PINIVEBIINNE ミ 
PPiOTNE コ 
SRNN ミ 

< っ TI ミ 


KY ネ 


131 125 


アス 


Nx こ I 年 - 計 
HSYN 計 

Yh い NATINKG ミ 
ト さ ボド = ま 
tf 祭 

NMEMIE 
MNT 
RS<h ミ 


ルー マー 
1 っ 五 
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S 
N 
N モ っ TS 
き M DRAN- 叶 
5 NSR 
H Q HAI TI ミ 
N を HHNE 
Fm 引 HI 計 
に 則 hYNRI ペ R 
人 5 半 地 
PAN PU ここ 国 
日 
マ 
E 
和 
上 


所 現在 全品 


1n4 115 1 ロ nz 


soo 
ハン お リー ス 、 
1 っ 1 


ロロ 
ヨロ ロ 
ロロ 
1 ロロ 


上 ウクライナ スス 、 上 ロジ デス 礎 そ の 1 字 画 特 定 民 評 て 補 久 に 民 衣 名 - 構成 上 E ぅ 


太 文 文 「 前 史 1」 
⑥ ベ ログ ヴェ ー ジ 協定 
主 な 内 容 は 、① 国 際 法 と 地政 学 的 現実 の 対象 と し て の ツ ビ エト 連邦 の 存在 は 消滅 し た 、②「 独 立国 家 共 同体 (CIS) 」 を 創設 する 


⑥ ウ クラ イナ の ン ノ 連 か ら の 独立 直前 の 出来 事 
・ ウ クラ イナ 最高 会 議 議長 の クラ フチ ュ ク は 、 当 初 ツ ソ連 か ら の 独立 に 慎重 な 立場 を と っ て いた が 、1991 年 8 月 の モス クワ に お ける 保守 派 の 
クー デ タ ー 和 失敗 後 、 独 立 へ 能 を 切り 、8 月 23 日 に 独立 宣言 を 行い 、「 独 立 を 問う 住民 投票 」 と 「 大 統領 選挙 」 を 12 月 1 日 に 設定 し た 。 
・ 独 立 投票 に お いて 、 ウ クラ イナ 全土 で 90% の 産 成 京 が 投 し られ 、 特 に クリ ミア ・ セ バス ト ポ リ を 含む すべ て の 地域 で 過半 数 を 超え て いた 。 
・ ウ クラ イナ 全土 で すでに 連邦 か ら の 給料 ・ 年 金 の 遅配 ・ 欠 配 が 常態 化し て お り 、 ほ と ん どの 住民 に と っ て 「 ン ソ連 に 残る 」 選 択 肢 は 消 減 


⑥ ぐ ブダ ペスト 覚書 
・ ウ クラ イナ ・ ベ ラル ー シ ・ カ ザ フ ス タン が 核 不 拡散 条約 に 加盟 し た こと で 、 こ の 3 か 国 の 安全 を 、 米 ・ 英 ・ ロ の 3 か 国 で 保障 する 
・ こ れ を うけ て 、1994 て 1996 に 上 記 8 か 国 の 核兵器 は 廃棄 (実際 は 、 ロ シア ^ ム 移転) 


@ ぐ 独立 ウクライナ の 歩み 概 稚 

・1 9 9 1 年 末 に 独立 し た ウクライナ は 独立 国家 共同 体 創 設 条 約 に 調印 し た も の の 、 旧 ソ連 諸国 と の 経済 ・ 軍 事 統合 に 関心 は な く 、 自 国 を 「 ヨ ー ロ ッ 
パ 国 」 あ る い は 「 中 ・ 東 欧 国 」 と 定義 し て 脱 ロ 入 欧 政策 を 進め た 。 この 政策 は 、 ウ クラ イナ 経済 の 崩壊 に より 修正 を 余儀 な くさ れ た 。 

・ 特 に 1993 年 初頭 か ら の ロシア の エネ ルギー 価格 の 国際 化 は 、 ウ クラ イナ 経済 に 決定 的 な 打撃 を 与え 、 ウ クラ イナ 政権 は 93 年 半ば に は 早く も ロ シ 
ア と の 経済 再 統合 を 模索 し 始め た 。 

・ こ の 路線 転換 を めぐ り ウ クラ イナ 政界 は 二分 され 、1994 年 大 統領 選挙 の 決 選 投 票 で は いわ ゆる 「 東 西 分 裂 」 が 観察 され た 。 

・ ロ シア と は あら ゆる 分 野 で 対立 し て お り 、 特 に 黒海 衣 〔 隊 分 割 、 ク リ ミ ア ・ セ バス ト ポ リ 市 の 帰属 問題 は 、 武 力 紛争 に 発展 する 危険 性 を 広 ん で いた 。 

・ 一 方 、 国民 統合 政策 は うま く 機 能 。 上 暴 な る 歴史 経験 を 有する 諸 地 域 か ら 形 成 さ れ て いる た め 、 政府 は 「 ウ クラ イナ 民族 」 の 定義 を 明確 に し な か っ た 。 

・ ウ クラ イナ 国籍 は 希望 する 領内 旧 ソ 連 市 民 に 無 条件 で 付与 され 、 ウ クラ イナ 語 化 も 強制 され ず 、 公 的 空間 で の ロシア 語 使用 が 維持 され た 。 

・ 歴 史 問題 は お お よそ ソ連 時 代 の 解釈 を 踏襲 し 、 ウ クラ イナ 蜂起 軍 (UPA) の 復権 は な か っ た 。 こ うし た 曖昧 さ を 残し た まま の 国民 統合 政策 は 、 中 央 


の 弱 さ や 特定 の イデ オロ ギー に 基づく 動員 の 弱 さ を 意味 し 、 結 果 と し て 、 一 極 支配 を 防ぎ 、 民 主 主 義 や 多元 性 が 機能 する こと に つなが っ た 。 
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【 第 二 部 】 補足 
心 「 ク リ ミ ア 」 

クリミア 併合 と は 何だ っ た の か ? 

・ 首 都 キ エフ が 反 政 府 デ モ で 騒然 と する 中 、2014 年 2 月 8 て 18 日 に ウクライナ 全土 で 実施 され た 世論 調査 結果 が ある 。 そ の 中 に 、「 ロ シア と の 間 で ど 
ん な 国家 間 関 係 を 望み ます か ?」 と いう 設問 が あっ た 。 そ の 質問 に 対し 、「 ロ シア と 1 つの 国 に 統合 され た い 」 と 答え た 回 答 者 の 比率 は 、 ウ クラ イナ 
全体 で は 12.59%。 地 域 別 に 見 る と 、 ロ シア と の 統合 を 望む 声 は 、 や は り ク リ ミ ア で 最も 多く 、41.0%% が それ を 望ん で いる と いう 数 字 が 出 た 。 非 常に 
多い こと は 事実 だ が 、 筆 者 は な むしろ 、 こ の 時 点 で は まだ 、 対 ロシア 統合 支持 が 過半 数 で は な か っ た と いう 事実 を 重視 し た い 。 

・ 様 相 を 一 変 さ せ た の は 、 や は り 首 都 キ エフ に お ける 政変 劇 。2014 年 2 月 22 日 の ヤ ヌ コ ー ビ チ 大 統領 逃亡 で クラ イマ ックス を 迎え た 政変 は 、 当 初 は 
「 ユ ー ロ マイ ダン 草 命 」 と 呼ば れ 、 ま た その 後 ウ クラ イナ 本 国 で は 「 尊 厳 革命 」 と 名 付け られ 美化 され て いる 。 筆 者 は 、 国 家 を 食い 物 に し た ヤ ヌ コ ー 
ビ チ 大 統領 へ の 怒り か ら 国 民 が 立ち 上 が っ た の は 当然 だ と 思う し 、 彼ら の 多く が 揚げ て いた ヨー ロッ パ 統 合 へ の 参入 と いう 理念 も 尊重 する 。 が 、 方 法 
に 問題 が あっ た 。 曲がり な り に も ヤ ヌ コ ー ビ チ は 選挙 で 選ば れ た 合法 的 な 大 統領 で や り 、 ウ クラ イナ の 特定 の 地盤 (クリ ミア も その 1 つ )、 支 持 基盤 
を 代表 し て いた 。 反 政 府 デ モ を 受け 、 ヤ ヌコ ー ビ チ 政権 側 も 譲歩 の 姿勢 を 示し て いた し 、 大 統領 の 任期 は あと 1 年 し か 残っ て な か っ た 。 交渉 で 当面 の 
妥協 を 図り 、 し か る 後 、 ウ クラ イナ の 進む べき 道 は 1 年 後 の 選挙 で 決着 を 着け る と いっ た こと は 、 で き な か っ た の か ? 実際 に は 、 反 政 府 勢力 の 一 部 
が 和 失 鋭 化し 、 激しい デモ で ヤ ヌ コ ー ビ チ 政権 を 追い 詰め て 、 体 制 を 肢 力 的 に 打倒 する こと が 自己 目的 に な っ て し まっ た 。 こ の よう な や り 方 は 、 国 民 統 
合 に と っ て マイ ナス で し か な か っ た 。 

・ そし て 問題 は 、2014 年 の 政変 の 過程 で 、 過 激 か つ 暴 力 的 な 右派 勢力 が 台頭 し 、 彼 ら の 民族 主義 的 な 主張 が ウクライナ の 時 代 精 神 の よう に な っ て し ま 
っ た こと で す 。 一 般 的 に 国民 国家 と いう も の は 、 シ ビッ ク (市 民 的 )、 エ スニ ッ ク (民族 的 ) と いう 2 つの 類型 に 大 別 さ れる 。1991 年 に 、 多 く の ロ シ 
ア 系 住民 も 含め 、 ウ クラ イナ 住民 の 圧倒 的 多数 が ウクライナ 独立 に 寿 成 し た の は 、 ま さ に 前 者 が 重視 され た 結果 だ っ た 。 つ まり 、 民 族 や 言語 に か か わ 
りな く 、 皆 が ウクライナ と いう 場 で 権利 を 亭 受 し 幸福 を 希求 で きる と いう コン セン サス が あっ た 。 

・ と ころ が 、 ウ クラ イナ 独立 後 の 四半 世紀 の 間 に 、 言語 政策 や 歴史 認識 な ど で エ ス ノ ナ ショ ナリ ズム が 強まっ て いき 、 ロ シア 系 住民 は 肩身 の 狭い 思い を 
する よう に な っ た 。 そ し て 、2014 年 2 月 の 政変 で 、 エ ス ノ ナ ショ ナリ ズム が 最終 的 に 勝利 し た よう な 格好 に な っ て し まっ た 。 ク リ ミ ア の 人 々 に し て 
みれ ば 、 ま っ た く あ ず か り 知 ら な いと ころ で 、 ウ クラ イナ の あり よう が 勝手 に 決め られ て し まい 、 自 分 た ち が 二 級 市 民 に 転落 し た よう な 感覚 を 抱い た 
こと で し ょ う 。 クリミア の 人 々 が 「 ウ クラ イナ 」 に 見 切り を つけ た 瞬間 だ っ た 。 

・3 月 1 日 に プー チン 大 統領 は 、 ロ シア 系 住民 の 保護 を 理由 に 、 ウ クラ イナ へ の ロシア 軍 投 入 の 承認 を 上 院 に 求め 、 上 院 は これ を 全会 一 致 で 承認 。 


3 月 6 日 に クリ ミア 議会 は ロシア 連邦 に 加入 する 方 針 を 決定 し 、 ク リ ミ ア の 国家 的 帰属 を 問う 住民 投票 を 3 月 16 日 に 実施 する こと を 決め た 
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⑥⑨ ぐ クリ ミア の 現状 
・ ク リ ミ ア の 市 民 社 会 は 、2 0 1 4 年 の 併合 以来 、 ロ シア の 法律 で 規制 され 、 合 致し な い 組織 は 全て 制限 され 、 締 め 出さ れ て いる 。 政権 当 局 は 、 過 激 な 


行動 を と る 活動 家 や ジャ ー ナ リス ト を 定期 的 に 取り 調べ 、 拘 留 し て 家 金 を 科 し 、 逮捕 し て いる 。 狙 われ て いる の は 、 タ ター ル 人 や や 親 ウ クラ イナ 派 、 あ 
る い は 人 権 保護 組織 の 関係 者 だ 。 


・ 併 合 に 対す る 不満 を 表明 し た だ け で 、 多 く の 人 々 が 裁判 に か けら れ 、 拘 束 さ れん て いる 。 ク リ ミ ア の 映像 作家 オレ グ ・ セ ン ツ ォ フ は 、 テ ロ 行 為 の 名 で 
禁固 20 年 の 実刑 判決 を 受け 、2019 年 に 捕虜 交換 の 枠組 み で 釈放 さ た 。 


・ タ ター ル 人 共同 体 も 迫害 され 、 マ ジョ リス と いわ れる 伝統 的 な 国民 議会 は 、 立 場 が 親 ウ クラ イナ と いう 理由 で 、 活 動 を 禁止 され て いる 。 


ぐつ 「 プ ー チ ン 」 
⑥ プ ー チ ン 演 説 ま と め (2/21・2/24・2021.7.12) 
ウクライナ は 単なる 隣国 で は な い 。 我 々 自身 の 歴史 、 文 化 、 精 神 的 空間 の 切り 離し が た い 一 部 な の だ 歴史 的 領土 
ウクライナ が ロシア を 攻撃 する た め の NATO の 前 線 基地 に な る 。 
親 ロ シア 派 占領 地域 の 独立 承認 
私 た ち は ウ クラ イナ の 非 軍事 化 と 非 ナ チ 化 を 目指 し て いく 。 


@⑥ ア レク サン ドル ・ ド ゥ ッ ー ギ ン 


「 新 ユー ラ シ ア 主義 」 : か つて 社会 主義 の 理念 で 結ば れ た 旧 ン ソ連 の 版 図 を 、 統 制 経済 と ロシア 正教 の 原理 で 一 元 化し 、 西 史 で も な い ア ジア で も 
な い 、 独 自 の 精神 共同 体 と 見 な す 考 え 


⑤ ぐ プー チン が 、 ウ クラ イナ を 批判 する 時 、「 反 ファ シズ ム 」 を 持ち 出し て くる 理由 
ロシア に と っ て は 「 反 ファ シズ ム 」 は 社会 統合 を 可能 に する 唯一 無 二 の 物語 で あり 、 ま た 、 自 己 を 欧米 と 異な る も の と し て 表 出 する た め の 記 


@⑥「 投 影 」 と 呼ば れる ロシア の 病 的 症状 


・ ウ クラ イナ 戦争 の 開始 に 至る 過程 で 、 政 府 や マス メデ ィ ア は 、 ウ クラ イナ 東部 の ロシア 系 住民 が ウクライナ 側 に よる 「 ジ ェ ノ サイ ド 」 の 被害 を 
被っ て いる と 繰り 返し 訴え は じ め た 。 スタ ー リ ン 時 代 の ジェ ノ サ イド の 加 害 責任 を 問わ れ た こと に 対し て 、 相手 に 同じ 言葉 を 返す と いう 鏡像 的 身 


・ 精 神 分 析 の 用 語 で 「 投 影 」 と 呼ば れる こう し た 病 的 身振り は 、「 記 憶 の 戦争 」 の 過程 で 加害 者 の 立場 に 立た され 、 被害 国 が 次 々 と NATO に 加盟 し 、 
追い つめ られ た と 感じ た こと か ら 生 じ た 防 衛 機制 で あろ う 。 


@⑨ ぐ 「 エ リー ト 」 と 「 大 衆 」 の 隔絶 
・ ロ シア の イン テリ が よく 口 に する 「 大 衆 (Tr on a)」 に は 、 無 限 の 軽 傷 が 込め られ て いる 。 そ れ に 対し て 大 衆 の 方 は 、 エ リー ト を 自分 た ち 
の 富 (大 地 も 石油 も 、 何 で も 自分 た ちの も の だ と 思っ て いる ) に 寄生 する 無為 徒 食 の 徒 と みな す 。 


・ ソ 連 時 代 、 ヨ シフ ・ ス ター リン は 、 こ うし た 大 衆 に 迎合 し 、 医 師 や 教師 な ど 知 的 職業 の 給料 を 労働 者 より 低め に 設定 し た 。 
・ 今 で も エリ ー ト と 一 般 大 衆 は 互い に 、「 奴 ら さ えい な けれ ば ロシア は も っ と いい 国 に な る の に 」 と 本 気 で 思っ て いる 。 


や 〇 心 「 民 族 主義 」 
⑨⑥ 反 ロシア へ 歴史 の 書き 換え 
・「 ユ ー ロ ・ マ イダ ン 草 命 」 後 、 ウ クラ イナ で は 非 ロ シア の 一 環 と し て 歴史 の 書き 直し が 進ん で いる 。 
・ し か し な が ら 過 度 の ウクライナ 民族 主義 の 強調 は 、 国 内 分 裂 の 火種 と な る ば か り で な く 、 隣 国 と の 係争 問題 に 発展 し か ね な い 。 ポ ー ラ ンド は 、 
大 戦 期 に お ける バン デラ の 組織 の 行為 を 「 ポ ー ラ ンド 人 に 対す る 虐殺 」 認 定 し 、 不 快感 を 訓 わ に し て いる 。 
・ そ れ ま で ウクライナ 西部 で の み 支 持 さ れ て きた OUN-UPA (ウクライナ 民族 主義 者 組織 - ウ クラ イナ 蜂起 軍 ) の 復権 も 進め られ た 。 OUN-UPA は 、 
今日 の ウクライナ 西部 に お いて 、 ナ チ ス 、 後 に ソ連 の 支配 に 対し 武力 抵抗 運動 を 行っ た こと で 知ら れ て いる 。 


・ そ の た め 、 ソ 連 の 公式 歴史 に お いて 、0OUN-UPA は 「 テ ロリ スト 」 あ る い は 初期 に ナチ ス と 協力 し て いた こと か ら 「 ナ チ ス の 手先 」 と の レッ テ 
ル を 貼ら れ て きた 。 


⑥ 民 族 主 義 の 扱い に 揺 れる ウクライナ 
・ ウ クラ イナ は 複雑 な 領土 編成 の 歴史 を 持っ て お り 、 そ れ ぞ れ の 地域 が 独自 の 歴史 的 経験 に 基づく ウクライナ 民族 観 を 維持 し て きた 。 
・ そ の た め 、 歴代 ウクライナ 政権 は 、 国 内 分 裂 を 招き か ね な い 分 野 、 例え ば 言語 や 宗教 、 そ し て 歴史 に つい て は 国家 に よる 介入 を 避け 曖昧 な 状 

態 に し て きた 。 

・ 独 立直 後 こ を そ ウ クラ イナ 民族 主義 (本 稿 で は 便宜 上 、 ガ リツ ィ ア 地方 の ウクライナ 観 に 基づく も の を 指す ) に 振れ た 。 初 代 : クラ フチ ュ ク 
・ し か し 、 第 2 代 大 統領 クチ マ (1994-2004) の 時 代 に な る と 、 バ ラン ス が 図ら れ て いく 。 
彼 の 選挙 公約 「 ロ シア 語 の 第 2 国家 語 化 」 は あっ さり 反故 に され 、 独 立 後に 分 派 し た ウクライナ 正教 キエフ 主教 座 か ら の 国教 化 要 求 も 無視 さ 
れ て きた 。 歴 史 問 題 に つい て も ソ連 時 代 の 歴史 解釈 が ほぼ 踏襲 され て きた 。 
・ こ うし た 状況 は 、 ユ ー シ チ ェ ン コ が 2005 年 に 大 統領 に 就任 する と 変化 し 始め る 。 その 一 例 と し て 、 ソ連 時 代 の 農業 集団 化 に 伴う 大 人 負 魚 を 「 ウ 
クラ イナ 民族 に 対す る 虐殺 」 と 認定 し た 議会 決議 を 挙げ る こと が で きる 。 


⑥ ホ ロ ド モ ー ル 独立 運動 アゾ フ 大 隊 
・1922 年 に は スタ ー リ ン の ソ連 に 一 共和 国 と し て 組み 込ま れ 、 第 二 次 大 戦前 に は 農民 が 人 負 僚 状態 に な っ て も 穀物 を 輸出 に まわ す と いう スタ ー 
リン 政策 に よっ て 大 飲 伴 が 発生 、 数 百 万 人 が 優 死 し た 。 
・ こ れ も 、 土地 の 国有 化 な ど 共 産 主義 に 反対 する 農民 の 数 を 調整 する た め の 「 人 工 的 な 大 仙 伴 」 だ っ た と し て 、 米 国 な ど は 虐殺 だ と し て いる 。 
・ こ うし た 状況 下 で 第 二 次 大 戦 が 勃発 。 ソ連 軍 を 電撃 作戦 で 蹴 散 らし 侵攻 し て きた ナチ ス ・ ド イツ の 部 隊 は 、 ウ クラ イナ の 少な く な い 人 々 に 「 ソ 
連 を 駆逐 し た 解放 者 」 と し て 迎え られ る こと に な っ た と され る 。 
・ 実 際 に は ナチ ス も ウクライナ の 独立 を 認め ず 、 むし ろ 戦 争 で 国土 が 荒廃 し た だ け だ っ た 。 し か し 当時 は 独立 運動 家 ら が ナチ ス の SS に 入隊 す 
る な ど 、 反 ソ連 感情 は 消え る こと が な か っ た 。 武力 で ソ連 を 撃退 し た ナチ ス の イメ ー ジ は 「 ア ゾ フ 大 隊 」 の 構成 員 に も 強く 影響 し て いる の は 
間違い な い 。 
・ ユ ダ ヤ 人 虐殺 の 中 心 と な っ た 内 務 省 8 S と 、 前 線 で ソ連 軍 と 戦っ た 武装 SS と は 別 組 織 だ っ た こと に 加え 、 ヴ ォ ル フス ・ ア ン ゲ ル ( 狼 の 四 ) 
の 印章 は 武装 S S だ け で な く 、 国 防 軍 の 部 隊 も 複数 用 いて いた こと も あり 、 ア ゾ フ 大 隊 が 気軽 に 部 隊 章 な ど に 取り 入れ た 一 因 と み ら れ て いる 。 
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